
第３回プレ検討委員会からの素材集 
 

条例づくりへの市民参加・協働を進めるために 

をテーマに実施された第３回プレ検討委員会では、『条例づくり』をテーマに議論が展開したが、

条例の素材を見つけ出すために、「市民参加・協働を進めるために」という一般論に読み替えて

素材抽出作業を行った。その結果、 

 

 

 

 

 

 

 

 

の素材が抽出された。 

 

 
【協働の前提（まず必要なこと）】 

◆ＰＲ 

条例づくりとは何かをＰＲ→参加を呼びかける活動の意義をＰＲ 

  ◇出向く 

  ・団体等へ出向き直接市民の意見を聞く。 

  ・色々な場所。 

  ・年齢別に議論。 

  ◇メディアを活用 

  ・広報・回覧 

・フォーラム 

・タウンニュース 

  ・インターネットでＰＲ 

◇口コミ 

  ・人から人へ口で伝えていく 

  ・自分が参加し状況を身近な人に知らせる。 

  ・口コミで意見を集める。 

◆意見収集 

  ◇オープンスクエア（公開検討会） 

  ・ミニ集会 

  ・意見収集の場をつくる。 

  ・分野別懇談会 

  ◇サイレントマジョリティ 

  ・メールなどを使って意見がしやすい環境をつくる。 

  ・アンケート。 

  ・イベントで自由な意見ブース設立。⇒あらゆる機会を利用 

・小・中・高・大(児童・生徒・学生)から｢小田原の未来｣について作文を募集する。 

・無作為抽出での呼びかけサイレントマジョリティの意見を集める。 

 

【担い手】 

 ◆各種団体 

・ 各種団体・・・個々の団体目については別紙。 

【協働の前提（まず必要なこと）】◆ＰＲ、◆意見収集 

【担い手】 ◆各種団体、◆各年代 

【参加者(市民)の意識】◆参加者（市民）と主催者（行政）の心がまえ、◆大人（市民）

としての意識 

【条例】 ◆意味(役割)、 ◆条例の項目（のせたいこと）、◆説明 



・ 議員に協力してもらう。 

◆各年代 

・ 各年代層を満遍なく吸い上げる。 

・ 選挙権のない子どもの代弁者。 

・ 小田原に通う人。 

 

【参加者(市民)の意識】 

◆参加者（市民）と主催者（行政）の心がまえ 

  ◇参加者 

・人と人とのつながり。コミュニケーション。 

・声を出す。隣の人に伝える。 

・市民がきまりを順守するという心がけ。 

  ◇主催者 

・市職員と市民と共に学習する場をつくる 

・職員の意識改革。協働を学ぶ。 

・主旨や課題を明確にして克服するように。 

・地域のことは、地域の人へ聞け。 

◆大人（市民）としての意識 

◇啓発 

  ・まず自分から声を出そう!!  

  ・大人がモラルを守ること。 

  ・自分の家の前は自分で掃除する。 

  ・ルールを守らない人が多い。子供の未来に悪い。 

 

○その他、自治基本条例について次のような意見があった。 

【条例】 

 ◆意味(役割) 

 ・議会基本条例とセットで検討。 

 ・条例づくりを市民ができることを知ってもらう。 

 ・検討委員会は、市民の代表ではない。 

 ・夕張みたいにならない為に・・・ 

・ 市民文化 

・ 意識向上 

・ 総合計画の運用ルール 

 ◆条例の項目（のせたいこと） 

 ・行政の目的を明文化。 

 ・将来の大人の夢。 

 ・条例で市民を縛るな。 

 ◆説明 

 ・なぜ、自治基本条例が必要か？その理由の明確化。 

 ・オープンスクエアで出された意見が、どう反映されたかを知らせる。 

 ・何のためにつくるの？作ったらどういいの？ 

  市民参加なく作ったら、なぜいけない。 


